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  集団移転先 玉浦西地区 

玉浦西交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町内会単位ではなく玉浦西全体
の交流の場を設け、玉浦西をより
良い地域にするために話し会う機
会を里の杜サポートセンターと提
供しました。 

▲玉浦西交流会の締めは恒例の「ガーッツ！！」 
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震災後プレハブ仮設やみなし仮設等で避難生活を
するなか、情報不⾜の問題が多くありました。 

そこで少しでも生活に慣れ、生活再建が図られるよ
うにいろいろな情報を提供しました。 

また、少しでも復興の状況を伝えるため、スマイル
ロードの作成や報道に出演。スマイルから⾒た視察案
内も⾏いました。 
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  情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 

情報ラック 
広報紙 
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  情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 

情報ラック 
広報紙 
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視察・⾒学 
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第 1号(平成 23年 7月) 第57号(平成28年4月) 

 スマイルカレンダーはプレハブ仮設で行われるサロン
やイベントをお知らせする目的と、月に 1回ご自宅を訪
問しながら配付することで見守りの意味も込められてい
ました。 
月日を経るにつれ、カレンダーに掲載するお知らせも

変化していきました。 
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第 1号(平成 23年 7月) 第57号(平成28年4月) 

 スマイルカレンダーはプレハブ仮設で行われるサロン
やイベントをお知らせする目的と、月に 1回ご自宅を訪
問しながら配付することで見守りの意味も込められてい
ました。 
月日を経るにつれ、カレンダーに掲載するお知らせも

変化していきました。 
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平成 24 年度 平成 25 年度 

平成 26 年度 平成 27 年度 
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 復興の状況を岩沼市全域や市外にも伝えるため、

スマイルロードを発行しました。 
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 復興の状況を岩沼市全域や市外にも伝えるため、

スマイルロードを発行しました。 
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夢
は

大
工
！

ははははははははは

大大大大大大大
宮

本
当
は

緒
だ
よ
！

はははははは

緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒
内

地
よ
り

地
よ

平
山
歩
き
が
大
好
き
！

手
芸
が
得
意
な

で
す
！

な

で

寛
寛

＋

＋

優

で
お

口

！

優

で
お

口

秀

利
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岩沼市復興支援センター スマイル「いわぬまスマイルロード」     平成 25年７月１９日（金） 

  

 

 

発行：岩沼市社会福祉協議会 

岩沼市復興支援センター 

スマイル 
〒989-2427 岩沼市里の杜三丁目 

４－１５（岩沼市総合福祉センター 

i プラザ） 

Tel ０８０－５９４９－７５４１ 

Fax ０２２３－２９－３３４１ 

Ｑ
１
．相
野
釜
地
区
の
震
災
前  

 

岩
沼
で
最
も
北
部
に
位
置
す
る
相
野
釜
。

他
の
地
域
と
は
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、地

域
と
し
て
は
住
民
同
士
仲
が
良
く
、
ま
と
ま

り
の
良
い
地
域
で
し
た
。
ま
た
岩
沼
で
も
砂
地

が
良
い
場
所
で
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
、
さ
つ
ま
い

も
等
の
作
物
を
育
て
て
い
ま
し
た
。 

 

Ｑ
２
．相
野
釜
区
長
と
し
て  

 

震
災
直
後
は
仙
台
空
港
に
避
難
し
、
住
民

の
安
否
確
認
を
行
い
、
五
日
間
を
過
ご
し
た

後
に
、
点
々
と
避
難
所
を
移
動
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
に
入
居
し
、
地

域
の
方
々
が
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
、見
守
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

 

今
で
は
集
会
所
の
管
理
や
地
域
で
の
イ
ベ

ン
ト
、
集
団
移
転
に
伴
う
集
ま
り
等
の
ま
と

め
役
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
支
援
員
の
皆
さ

ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
３
．こ
れ
か
ら
の
相
野
釜 

 

被
災
し
た
相
野
釜
の
場
所
は
、
現
在
命
を

守
る
防
潮
堤
・
千
年
希
望
の
丘
と
な
り
、
私
も

一
人
の
人
間
と
し
て
植
樹
祭
に
参
加
し
ま
し

た
。
一
つ
一
つ
大
き
く
育
ち
、こ
れ
か
ら
の
命

を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ま
た
集
団
移
転

先
に
は
プ
レ
ハ
ブ
、
み
な
し
仮
設
か
ら
半
数

ず
つ
入
居
予
定
の
た
め
今
後
ど
ん
な
ま
ち
に

な
る
か
が
心
配
で
す
が
、み
ん
な
と
共
に
、
震

災
前
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
相
野
釜
地
区
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

ほっぷ☆すてっぷ☆ 

いわぬま 

「櫻井 清」さん 
 

主な活動  

 岩沼市里の杜東仮設住宅で、相野釜地区の

まとめ役として行政区長を担当し、安心･安全

な地域にするため尽くされています。 

「ほっぷ☆すてっぷ☆いわぬま」は岩沼の復興に向けて様々

な活動されている方々をご紹介するコーナーです。今回は千

年希望の丘の植樹祭が行われた相野釜地区の区長さんにお

話しを伺いました。 

 

第
８
号 

 

平成２５年６月９日（日）に仙台空港の東部に位置する相野釜地区にて、東日

本大震災の記憶を未来に引き継ぎ、千年先の子どもたちに伝えられる愛と希

望の象徴として「千年希望の丘 植樹祭～メモリアル樹望式～」が行われまし

た。 

この千年希望の丘は「いのちを守る避難所」や「津波が来た際の堤防の役

割」、「子どもたちの社会勉強として大震災の記憶を学ぶ場」そして土台部分

には、再生可能な災害廃棄物を用いることで悲劇を決して風化させず鎮魂と

ともに未来永劫に持続可能なメモリアル公園として復興のシンボルを整備す

るものです。また「みんなでつくる丘」として、４５００人を超える岩沼市内・外の

多くのボランティアの方々が参加され、皆さんふれあいを楽しみながら一生

懸命思いを込めて植えていました。 
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岩
沼
市
沿
岸
部
に
位
置
す
る
地
区

で
、
震
災
で
の
津
波
は
約
二
メ
ー
ト

ル
五
十
セ
ン
チ
の
高
さ
ま
で
上
が
り

ま
し
た
。
地
区
で
は
毎
年
十
月
に
防

災
訓
練
を
行
い
、
災
害
に
備
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
日

頃
か
ら
役
員
・
消
防
団
の
連
携
・
住
民

 

  

 

 

  

沿
岸
か
ら

・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付

近
に
位
置
す
る
地
区
は
、
住
宅
の
床
上

ま
で
浸
水
し
、
周
辺
は
瓦
礫
に
埋
め
尽

く
さ
れ
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。
今
後

は
避
難
道
路
整
備
の
必
要
性
や
防
災

訓
練
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
地
区
の
安

全
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
日
頃
の

玉
浦
小
学
校
に
隣
接
す
る
地
区
で
、

震
災
に
よ
る
津
波
で
は
全
戸
に
床
上

浸
水
の
被
害
が
あ
り
、
周
囲
を
押
し
流

さ
れ
た
瓦
礫
が
一
面
埋
め
尽
く
す
状

況
で
し
た
。
震
災
を
機
に
地
域
の
つ
な

が
り
を
再
確
認
し
た
こ
と
で
、
避
難
訓

練
時
に
は
各
世
帯
か
ら
一
名
以
上
の

さ 
阿
武
隈
川
沿
い
の
豊
か
な
土
壌
に

田
畑
が
広
が
る
地
区
で
、
震
災
で
の

津
波
の
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
程
の
床

上
浸
水
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
震
災
の
経
験
を
風
化
さ
せ
ず

に
普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
、
つ
な
が
り
を
感

じ
ら

 

早
股
中
地
区

小
林
武
男
町
内
会
長

寺
島
地
区

菅
原
清
町
内
会
長

早
股
下
二
地
区

大
宮
一
晴
町
内
会
長

早
股
下
一
地
区

加
藤
敬
三
町
内
会
長 

の
方
々
の
把
握
を

心
が
け
て
い
く
と

と
も
に
、
日
々
の
防

災
へ
の
意
識
の
大

切
さ
を
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

 

じ
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

 

住
民
同
士
の
関
わ
り

が
緊
急
時
の
助
け
合

い
に
な
る
と
考
え
、

さ
ら
に
親
睦
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

参
加
が
あ
り
、
地
区

住
民
の
減
災
の
意
識

も
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
て

い
る
と
お
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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